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１　差集め算とは？

１本30円の鉛筆と１個50円の消しゴムを10個買う場合を考えてみましょう。

30円の鉛筆を10本買うのに必要な金額は30×10=300円です。

一方、50円の消しゴムを10個買うのに必要な金額は50×10＝500円です。

この差は500－300=200円になります。一方それぞれの１個の差は50－30＝20円になります。

１つの差が20円でそれが10個集まると200円になるのです。差集め算はこれを利用する問題です。

例題をあげてみましょう。

（例題）

何人かの生徒にみかんを配ることにしました。一人に３個ずつ配ると24個あまり、一人に５個ず

つ配ると８個不足します。生徒は何人いますか。またみかんは全部で何個ありますか。

（解説と解答）

　３，３，３，３，３，３，３・・・・・３　　　24個あまり

５，５，５，５，５，５，５・・・・・５　　　８個不足

となるわけですから、全体の差は24＋８＝32個になります。この差は一人について２個ずつの差が

集まってできたのですから、

　32÷（５－３）＝16人が人数になります。

　したがってみかんの数は３×16＋24＝72個になります。

　５個を16人に配ると、５×16＝80個ですから80－72＝８個不足するので、答えが正しいことが

　わかります。

　数学で解くと、この問題はこのようになります。

　求める生徒の数をｘとすると、　３ｘ＋24＝５ｘー８　５ｘ－３ｘ＝24＋８　２ｘ＝32

　ｘ＝16と求めることになります。移項の過程で出てくる５－３＝２を個々の差として考え、

　24＋８＝32を全体の差（全差）として考えれば、全差÷個差＝個数という求め方ができるのです。

（練習問題）

１　１個40円の消しゴムを予定の数だけ買うと、残るお金は120円です。また１個60円の消しゴム

　　を予定の数だけ買うと、80円足りないそうです。

　　買う予定の数と持っているお金を求めなさい。

２　一人に４個ずつりんごを配ると45個あまり、一人７個ずつ配ると３個あまります。

　　人数とりんごの総数を求めなさい。

３　生徒を講堂に座らせるのに、１つのいすに５人ずつ座らせると、18人すわれなくなります。

　　そこでひとつのいすに７人ずつ座らせると４つのいすが余るそうです。

　　生徒の数といすの数を求めなさい。

４　何人かの生徒を講堂の長いす10台に６人がけをして、次に残りの生徒が８人がけすると、長いす

　　は10台あまります。また全部の長いすに７人がけすると20人がすわれません。生徒の数を求めな

　　さい。

５　兄は１本100円のえんぴつを、弟は１本80円のえんぴつを買いました。買った本数は、兄の方が

　　４本多く、代金は520円多かったそうです。それぞれ何本ずつ買いましたか。
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（解説と解答）

１　全体のお金の差は120＋80＝200円になります。

　　個々の差は60－40＝20円になりますから、200÷20＝10個

　　 したがって持っているお金は40×10＋120＝520円

（答え)10個　520円　

２　この場合は両方ともあまっています。したがって全体の差は引くことになります。

　　45ー３＝42　７－４＝３　42÷３＝14人

４×14＋45＝56＋45＝101個

（答え）14人　101個　

３ いすが４つ余るということは、あと７×４＝28人すわることができるということです。

　　したがって全体の差は28＋18＝46　46÷（７－５）＝23･･･いすの数

　　５×23＋18＝133

　（答え）23台　133人　

４ 長いす10台に８人ずつかけると（８－６）×10＝20人さらにすわれますから、

　　８×10＝80人とあわせてあと80＋20＝100人すわることができます。

　　一方７人ずつすわると20人すわれませんから、全体の差は　100＋20＝120人になります。

　　したがって120÷（８－７）＝120台

　　７×120＋20＝840＋20＝860人

（答え）860人　

５　兄と弟が同じ本数を買うように調整します。

　　兄は弟よりも４本多く買ったのですから、弟と同じ本数買うと、100×４＝400円

いらなくなります。

　　したがって520－400＝120ですから、弟と同じ本数買えば、兄は弟よりも120円多くなることに

　　なります。

　　120÷（100－80）＝６本･･･弟が買った本数

　　６＋４＝10･･･兄が買った本数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（答え）兄　10本　弟　６本

２　差集め算の応用

　差集め算はいろいろな応用があります。この章では、問題を中心に練習しましょう。

（例題）

みかんはりんごの３倍の数あります。みかんを一人に８個ずつ配ると１５個余ります。またりんご

を１人３個ずつ配ると８個不足します。

みかんの数と生徒の数を求めなさい。

（解説と解答）

みかんはりんごの３倍ですから、りんごをみかんの数にそろえることを考えます。

　８．８．８．８．８．８･････８　　　15個あまり

３．３．３．３．３．３･････３　　　８個不足

３．３．３．３．３．３･････３　　　８個不足

３．３．３．３．３．３･････３　　　８個不足

したがってりんごがみかんと同じ数だけあるとすれば、１人に３×３＝９個ずつ配ると８×３＝24

個不足することになるのです。
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　したがって（24＋15）÷（９－８）＝39人・・・生徒の数

　８×39＋15＝312＋15＝327・・・みかんの数

　　　　（答え）39人　327個　

（練習問題）

１　60円のノートと100円のノートをそれぞれ何冊か買いました。60円のノートを100円のノートより

４冊多く買ったのですが、100円のノートの代金の方が60円のノートの代金よりも240円多くなりまし

た。60円のノートは何冊買いましたか。

２　ＡからＢまで太郎君は80歩で、次郎君は90歩で行くことができるそうです。太郎くんの歩幅は、

次郎君の歩幅より４cm長いそうです。ＡからＢまで何ｍですか。

３　ある会合で1人に25個ずつあめを配る予定でいました。ところが、人数が予定より５人増えたの

で、一人に20個ずつ配ったところ、20個余ったそうです。

実際に会合に来た人は何人でしたか。

４　いくらかのお金を持ってみかんを買いに行きました。みかんはLサイズとSサイズがあり、Lサイ

ズならちょうど12個買うことができますが、Sサイズだと16個買えて40円余ります。Lサイズのみかん

はSサイズのみかんより１個あたり20円高いそうです。いくら持っていきましたか。

５　男子と女子があわせて40人います。全員にあめを配るのに、男子には一人８個ずつ、女子には一

人６個ずつ配ると12個余ります。また男子に一人９個ずつ、女子には一人８個ずつ配ると44個不足し

ます。男子は何人いますか。

（解説と解答）

１　60円のノートを100円のノートと同じ数だけ買ったと考えます。

　そうすると60×４＝240円もどってくるので、代金の差は240＋240＝480円になります。

　したがって480÷（100－60）＝12　12＋４＝16 （答え）16冊　

２　太郎君と次郎君がそれぞれ80歩ずつ歩いたとします。太郎君の方が1歩について４cm長いのです

から４×80＝320cm差がついています。したがって、太郎君は次郎君の前3.2ｍのところにいます。

ここで次郎君はあと10歩歩きます。すると太郎君と同じところにくるはずですから、

320÷10＝32cm が次郎君の一歩、32＋４＝36cmが太郎君の一歩になるわけです。

したがってＡＢの距離は36×80=2880cm＝28.8ｍ

（答え）28.8ｍ　

３　来た人数に一人に25個ずつ配れば25×５＝125個不足することになります。

　　したがって全体の差は20＋125＝145個になります。個々の差は25－20＝５ですから

　　145÷５＝29人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（答え）29人　

４　LサイズのみかんはSサイズのみかんより20円高いのですから、Sサイズのみかんを12個買うと

　　20×12＝240円あまるはずです。それがあと4個分と40円なのですから

　　240－40＝200　200÷４=50円がSサイズのみかん１個の値段になります。

　　したがって50円×16＋40＝840

（答え）840円　

５　あわせて40人いますから、全員に６個ずつ配ると240個です。これを最初の男子に８個ずつ、女

子に６個ずつ配ることと比較すると男子の人数×２＋240＋12個があめの総数です。また全員に８個

ずつ配ると８×40＝320個です。これを男子に９個ずつ、女子に８個ずつ配ることと比較すると、
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男子の人数×１＋320－44が全体のあめの総数になります。

したがって男子の人数×２＋252＝男子の人数×１＋276に等しくなりますから、

男子の人数×１＝276－252＝24になります。

　　　　　　　（答え）24人

３　速さの差集め算

　速さの問題にも差集め算があります。これもしっかり理解しておきましょう。

（例題）

ＡからＢまで行くのに、毎分80ｍで行くのと毎分120ｍで行くのでは４分の差があるそうです。

ＡからＢまでの距離は何ｍですか。

（解説と解答）

Ｐ君とＱ君が同時にＡを出発、Ｐ君の分速が120ｍ、Ｑ君の分速が80ｍとします。Ｐ君がＢについた

とき、Ｑ君はあと４分行かないとＢに到着しません。ということは、Ｐ君がＢについたとき、Ｑ君は

Ｂの手前、80×４＝320ｍにいることになります。

ということはＰ君はＢに到着するまでの間にＱ君との差を320ｍつけたということになります。

120－80＝40ｍですから、320÷40＝８分となり、この時間がＰ君がＡからＢまで行くのにかかる時間

になります。したがって120×８＝960ｍとなり、これがＡＢ間の距離になります。

（答え)　960ｍ　

（練習問題）

１　太郎君は８時に家を出て、毎分60ｍで行くと５分遅刻します。そこで朝７時50分に家を出て、毎

分90ｍで行くと、始業時刻の15分前に到着します。

（１）始業時刻は何時何分ですか。

（２）家から学校まで何ｍですか。

２　ＡからＢまで自転車で毎時24kmの速さで行く予定でした。しかし自転車がこわれていたので、時

速４kmで行ったところ、予定よりも36分遅くなりました。ＡからＢまで何kmですか。

３　ＡからＢまで行くのに、時速60kmで行くと予定より30分早く着き、時速40kmで行くと予定より１

時間おそくなります。ＡからＢまで何kmありますか。

４　太郎君はＡからＢまで行くのに90分かかります。次郎君は太郎君より毎分15ｍ速く歩くので、Ａ

からＢまで60分で行きます。これについて次の問いに答えなさい。

（１）太郎君の歩く速さは毎時何kmですか。

（２）太郎君がＡを出発してから８分後に次郎君がＡを出発しました。次郎君が太郎君においつくの

はＡから何ｍのところですか。

５　水そうに水をいれるのに、毎分12リットル入れると予定よりも５分遅く満水になります。また毎

分20リットルいれると、予定よりも５分早く満水になるそうです。

（１）この水そうの容積は何リットルですか。

（２）予定通り満水にするためには毎分何リットルいれればよいですか。

（解説と解答）

１　毎分90ｍで行くとき、朝８時に家を出るとすれば10分遅くなりますから始業時刻の５分前に到着

することがわかります。

したがって、毎分90ｍと毎分60ｍの差は５＋５＝10分になりますから同時に出たとすれば、毎分90ｍ
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の人が学校に到着したとき、毎分60ｍの人はあと10分行かなければなりません。

したがって60×10＝600ｍいかなければなりませんから

600÷（90－60）＝20分が毎分90ｍでいったとき、学校に到着するまでにかかる時間になります。

これが始業時刻の５分前になりますから、始業時刻は８時＋20分＋５分＝８時25分になります。

また家から学校までは90×20＝1800ｍです。

（答え）（１）８時25分　（２）1800ｍ　

　　　　　　　

２　時速20kmと時速４kmの差が36分＝0.6時間になります。したがって時速20kmの人が到着したと

き、時速４kmの人はあと0.6時間行かなければなりません。したがって差は４×0.6＝2.4kmが差にな

ります。

2.4÷（20－４）＝0.15時間が時速20kmで行く時間になります。

20×0.15＝３ （答え）３km　

３　時速60kmと時速40kmの差が1.5時間になっています。したがって時速60kmの人が到着したとき、

時速40kmの人はあと1.5時間行かなければならないことになります。したがって差は40×1.5＝60kmの

差ができていますので、60÷（60－40）＝３時間が時速60kmでＡからＢまで行くのにかかる時間で

す。

60×３＝180km・・・ＡＢの距離

（答え）180km　

４　太郎君と次郎君が60分歩いたとします。すると毎分15ｍ差がついていきますから、

15×60＝900ｍの差がつきます。これを太郎君はあと90－60＝30分で歩くことになりますから、

900÷30＝30ｍが太郎君の分速です。したがって次郎君の分速は30＋15＝45ｍになります。

（１）30×60÷1000＝1.8 （答え）1.8km　

（２）30×８＝240ｍの差がついています。240÷（45－30）＝16分で追いつくことになります。

　45×16＝720ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （答え）720ｍ　

５　水を入れることも速さと同じに考えることができます。

毎分12リットルで入れるのと毎分20リットルいれるのでは５＋５＝10分の違いがあります。したがっ

て全体の差は12×10＝120リットルです。120÷（20－12）＝15分

したがって20×15＝300リットルが水そうの容積になります。

（１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（答え）300リットル　

（２）　予定の時間は15分＋５分＝20分です。

したがって300÷20＝15

（答え）15リットル　

今回は差集め算を勉強しました。全体の差÷個々の差＝個数という概念をしっかり理解してくださ

い。ただ、差集め算は後に比を学習すると、また違うとき方ができることになります。例えば、次の

ような問題は、比を使った方が簡単に解けます。

（例）ＡからＢまで行くのに太郎君は40歩、次郎君は50歩で行きます。二人の１歩の差は30cmで

す。ＡからＢまで何ｍですか。

（解説と解答）　太郎君と次郎君の歩幅の比は５：４です。その差が30cmですから太郎君の１歩は

30×５＝150cm＝1.5ｍです。したがって1.5×40＝60ｍ　　　（答え）　60ｍ　

これから学習が進むにつれて、同じ問題でもいろいろな解法で解くことができるようになるでしょ

う。道はいくらでもあります。自分なりに納得できる解法であれば、どういうとき方であろうと大き

な問題ではありません。そういう意味でいろいろな考え方ができるように練習していきましょう。

　　　　（田中　貴）
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